
業界ニュース 

☆中  国 

繊維政策   家庭用繊維品生産、年率 8％増を目標へ 

 4 月 1 日、中国家庭用繊維品協会の理事会議が上海で開催された。中

国家庭用繊維品協会の楊東輝名誉会長（中国紡織工業協会副会長）が同

会議で報告を行い、中国家庭用繊維品協会の揚兆華会長が 2010 年の業

界の活動成果と第 12 次五か年計画期間中における家庭用繊維品業界の

将来についての総括を行った。 

 楊東輝名誉会長は、繊維強国を建設するために、ブランド強国、科学

技術強国、持続可能な発展強国、人材強国への着手を強調した。また同

氏は、家庭用繊維企業に対して、低炭素、環境保護、省エネ・排出削減

の強化、市場のニーズに合わせた消費者の求める製品の研究開発推進、

産業構造の転換による産業のグレードアップの促進を求めた。 

 揚挑華会長は、中国におけるインテリア文化の確立によって、中国家

庭用繊維産業の発展を加速、グレードアップさせており、第 11 次五か

年計画期間（2006-10 年）、家庭用の繊維産業チェーンは最適化、合理

化が進み、生産力、経営力、ブランド力は大きく発展、海外展開も進ん

だ。家庭用繊維品業界の国際競争力は強まり、家庭用繊維品大国という

目標は基本的に実現されたという。 

揚氏は、今後、家庭用繊維品企業の税負担軽減など企業の発展のため

の環境整備、家庭用繊維業界の研究開発支援、公共のプラットフォーム

建設の支援、企業の融資問題の解決支援などを提案している。そして、

第 12 次五か年計画期間（2011-15 年）の家庭用繊維品産業の発展の主

要任務として、内需の積極的な拡大、新規用途開拓、企業の大型化促進、

家庭用繊維文化の提唱、ブランド強化、産業配置の最適化、資源配分の

調整、科学技術力の向上、人材育成強化、低炭素社会/環境保護の実現

などが打ち出された。第 12 次五か年計画期間、中国の家庭用繊維品の

生産高は年率 8％の増加を目指し、輸出額は、年平均 7.5％の成長を目

指すという。そして、家庭用繊維品の消費量は 2015 年に 1,500 万㌧（年

平均成長率 4.5％）を目指すという。 

 

合繊原料   華峰、CPL 生産に参入へ 

このほど、華峰スパンデックスは子会社を設立、シクロヘキサンの生

産に参入することを発表した。同社は、その後、カプロラクタムの生産

にも参入する計画である。華峰スパンデックスは、3 月 22 日、遼寧省

遼陽市に 100％子会社の遼寧華峰化工有限公司を設立することを明らか



にした。同社はシクロヘキサンを生産する子会社。シクロヘキサンはカ

プロラクタムおよびアジピン酸の原料であり、塗料、繊維、合成樹脂、

合成ゴムの溶剤や希釈剤などで使われる。スパンデックスと比べると、

カプロラクタムの用途は繊維に限らず幅広いだけでなく、需要は大きい

にもかかわらず、市場では需要不足であり、国内で一定の生産規模を持

つカプロラクタムメーカーは少ないという。遼寧華峰によると、シクロ

ヘキサノンは全量カプロラクタムの生産に使われ、設備導入から最初の

商品の出荷まで約 3 年としており、現在、技術、設備の検討段階にあり、

技術では海外企業と提携する予定であるという。 

 中国の 2010 年のカプロラクタムの生産能力は約 56.5 万㌧、一方、需

要量は約 110 万㌧で自給率は 50％に満たないという。さらに、2011 年

1 月に EU、米国産のカプロラクタムに対して暫定 AD 措置を実施中であ

ること、主要供給国のひとつである日本からの輸入が地震の影響から滞

る可能性があり、カプロラクタムの不足が深刻となる可能性があるとい

う。 

 2011 年初旬のカプロラクタム価格は 24,000 元/㌧（工場出荷ベース）

であったが、4 月の大手メーカー巴陵石化と南京東方の引合い価格は

29,200 元/㌧に上昇している。業界関係者は、供給不足が緩和されない

限り、カプロラクタムの価格は今後も上昇する可能性があるという。 

 華峰スパンデックスの 2010 年のスパンデックス生産は 4.2 万㌧、売

上収入 16 億元、粗利益 3.31 億元となっている。 

 

☆アルゼンチン 

合繊設備   Mafissa、複合繊維市場に参入  

ポリエステル繊維、糸、チップを製造するアルゼンチンの大手メーカ

ーManufactura de Fibras Sinteticas S.A.（Mafissa）は、アルゼンチ

ン、ブエノスアイレスの La Plata 工場に 1,500 万㌦を投じ、複合繊維

ラインを新設する計画を明らかにした。既存の年産 6 万㌧のポリエステ

ル短繊維の生産能力を大幅に拡大する狙い。主に、中南米諸国における

衛材向け不織布や詰め綿に使われる複合繊維を生産する予定。同社によ

ると、中南米地域では、上記の用途に用いられる複合繊維の需要は着実

に増加しているが、高性能な複合繊維は、海外からの輸入に依存してい

るため、地元政府による国内生産代替への政策的な後押しがあることが、

今回の投資につながったという。 

 


